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2.2 使用したUAV画像及び LAI 計測結果
本研究で使用した UAV は 2014 年には DJI 社
Phantom2 にカメラとして GoPro 社 HERO3＋
Silver Edition を搭載したものであり，2015 年には，
カメラ標準装備の Phantom2 Vision＋である。飛行
高度は約 15 m とした。地表での⚑画素のサイズ

























おいては，RTK-GNSS を使用することにより 2 cm
程度の水平および垂直精度の数値を取得した。
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図 1 研究手法の全体像
図 2 研究対象圃場の位置
表 1 UAV撮影日および対応する LAI 計測日


































3.2 生育に伴う植被率と LAI の変化について
生育に伴って植被率および LAI はともに増加す




2014 年を詳しく見ると，7/3-7/2（7/3 に UAV撮
影，7/2 に LAI 計測）の慣行区と千鳥播区を比較す
ると千鳥播区の方がグラフ上側に位置するので，
LAI は同程度であるが，植被率が高いことが分か
る。7/7-7/8（7/7 に UAV撮影，7/8 に LAI 計測）
を見ると重複はあるが，千鳥播区が右上側に位置す
る。そのため概ね植被率および LAI が高いことが
分かる。7/16-7/15（7/16 に UAV 撮影，7/15 に
LAI 計測）は慣行栽培と千鳥播区のいずれも植被率
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図 5 植被率と LAI の関係（2014 年)
図 4 UAV画像から作成したオルソ画像の一例。上方が北向きである。
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Recently, the number of agricultural workers in Japan has been decreasing. But the technology for agricultural
field monitoring using UAVs (Unmanned Aerial Vehicle) has made remarkable progress, and is being used in
various agricultural applications.
This study aimed to estimate the changes of vegetation fraction in the early stage of crop growth by repeatedly
taking UAV images above corn fields in the university. In addition, the results were compared with the LAI (Leaf
Area Index) measured in the fields in order to clarify the differences in growth of corn based on planting density
and other factors.
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